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令
和
7
年
度
の
県
政
レ
ポ
ー
ト
を
皆
様
方
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
自
身
の
選
挙
も
終
わ
り
、２
年
目
の
年
に
入
り
ま
し
た
。現
在
、

自
由
民
主
党
山
口
県
支
部
連
合
会
の
幹
事
長
と
し
て
、国
政・各
市
町
の

首
長
選
挙
等
々
山
口
県
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
選
挙
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、

大
変
多
忙
な
毎
日
を
送
って
い
ま
す
。　　
　

　

ま
た
、支
部
連
合
会
の
全
体
の
運
営
と
し
て
山
口
県
庁
と
の
連
絡
調
整
、

県
連
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、政
務
調
査
活
動
と
多
岐
に
わ
た
り
汗
を
流
し
て

居
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
も
先
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。山
口
県
の
最
大
の
課

題
は
少
子
化
で
す
。昨
年
度
の
山
口
県
で
の
子
供
の
出
生
数
は
、７
０
０
０

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。国
全
体
の
出
生
数
の
低
下
は
、将
来
の
労
働
力

の
不
足
だ
け
で
は
な
く
、国
自
体
の
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。し
か
し
、現
在
、国
と
し
て
も
、山
口
県
と
し
て
も
、こ
れ
と
いっ
た
有

効
な
施
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。幼
児
教
育
の
無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
、ど
の
様
な
施
策
が
若
い
人
達
に
評
価
さ
れ
て
い
く
の
か
も
、よ
り
深
く

調
査
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
さ
れ
た
街
、社
会
全
体
で
子
育
て
を
充
実
で
き
る
街
な

ど
、取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積
み
で
す
。今
後
と

も
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
、ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山

口

県

議

会

議

員

自
由
民
主
党
山
口
県
支
部
連
合
会
幹
事
長



〜
下
関
北
九
州
道
路
の
実
現
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　

着
々
と
前
進
〜

　

下
関
市
と
北
九
州
市
を
結
ぶ
３
本
目
の
道
路「
下
関
北
九
州

道
路（
下
北
道
路
）」は
、彦
島
迫
町
の
旧
彦
島
有
料
道
路
と
小

倉
北
区
西
港
町
の
都
市
高
速
を
結
ぶ
延
長
約
８
ｋ
ｍ
、４
車
線

の
道
路
で
あ
り
、関
門
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な
基
盤
で
す
。

　

平
成
２９
年
の
調
査
再
開
以
降
、国・県・市
で
様
々
な
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
は
都
市
計
画
と
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、下
北
道
路
の
ル
ー
ト
案
や
関
門
海
峡
を
跨
ぐ
橋

梁
の
案
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、下
北
道
路
か
ら

下
関
市
街
地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
の
計
画
も
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

彦
島
に
は
２
か
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）が
設
置
さ

れ
、荒
田
付
近
で
小
倉
方
面
と
の
行
き
来
が
で
き
る（
仮
）南
風

泊
港
Ｉ
Ｃ
か
ら
下
関
駅
方
面
の
県
道
は
４
車
線
化
さ
れ
る
計

画
で
す
。

　

ま
た
、迫
町
付
近
で
金
比
羅
方
面
と
の
行
き
来
が
で
き
る

（
仮
）迫
町
Ｉ
Ｃ
か
ら
、旧
彦
島
有
料
道
路
を
経
由
し
て
東
駅
方

面
や
下
関
北
バ
イ
パ
ス
に
直
結
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、交
通
の
円
滑

化
や
安
全
性
が
向
上
し
、市
民
生

活
の
利
便
性
向
上
や
産
業
活
動

の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、海
峡
を
跨
ぐ
橋
梁
は
、

関
門
橋
と
同
様
に
吊
り
橋
構
造

で
全
長
は
約
３
倍
あ
り
、国
内
で

は
２
番
目
の
規
模
で
あ
る
こ
と

か
ら
、関
門
海
峡
の
新
た
な
観
光

資
源
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
は
、一
日
も
早
い
実
現
に

向
け
て
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

※[山口県]下関北九州道路等　都市計画案縦覧資料より引用（一部加工）

※[山口県]下関北九州道路　環境影響評価準備書のあらまし（R6.10）より引用（一部加工）

※[山口県]令和7年度政府要望（令和6年11月）より引用

道路計画の概要

[山口県側]　下関北九州道路等　都市計画案（県関連）

事業化に向けた流れ

下関北九州道路に関連する都市計画の
周辺道路ネットワーク

【側面図】

凡　例（一部）
都市計画 変更前
　〃　　 変更後
　〃　　変更なし

〈身近な眺望：荒田埠頭〉

※[山口県]下関北九州道路　環境影響評価準備書のあらまし（R6.10）より引用（一部加工）※[山口県]下関北九州道路　環境影響評価準備書のあらまし（R6.10）より引用（一部加工）


